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インターネットＩＴＳとはインターネットＩＴＳとは

インターネットITSとは、IPv6を基礎とした共通のITS基盤である。
ITSの基盤技術を共有することによりITS分野への参入コストを低減し、自動車産業界と
情報産業界をはじめとした業種間・事業者間のコラボレーションによる研究開発の加速と、
アプリケーションに関する様々なアイデアをもつ様々な業種・事業者の参入を促進する。

全ての車がネットワークにつながると何をもたらすか全ての車がネットワークにつながると何をもたらすか．．．．．．

•安全な
「人」「路」「車」協調による安全かつ快適な社会

•便利な
社会情報との融合により利用シーンの多様化に対応でき
る遊び心満載な社会

はやく

一連の交通行動に対応する情報を素早く受発信できる市
民生活と身近な社会

•はたらく
経済が活性化する事で市場を創出し働く人みんなの元
気が出る社会

•きれいな
自然と「共存」「共生」ができ環境と調和した社会



インターネットＩＴＳインターネットＩＴＳ ２００１年度実証実験２００１年度実証実験

・慶應大学、トヨタ、デンソー、ＮＥＣの共同研究体制による実証実験実施。
・首都圏での一般ドライバ、名古屋での事業車両（タクシー）向けサービスの実証。
・1500台以上の車両を使った、大規模なフィールド実証実験。

ガソリンスタンド 駐車場

タクシー

走行中の情報配信

高機能実験車

プローブ
インターネット
IPv6/IPv4

Ｅｄｙカード(ICｶｰﾄﾞ)を
利用した
課金システム

Ｐｕｓｈ／Ｐｕｌｌ
情報配信

顧客にあわせた
店舗情報提供

プローブ情報による
混雑情報と降雨情報の

提供

車両動態管理と
乗客向け情報配信 複数メディアによる

さまざまなサービスの検証

共通基盤となる技術を開発



インターネットＩＴＳ協議会インターネットＩＴＳ協議会
☆2002年10月29日設立 2003年11月現在 112団体参加
・インターネット・インターネットITSITS技術の開発、実用化、標準化提案技術の開発、実用化、標準化提案
・新規事業のインキュベーション・新規事業のインキュベーション
・インターネット・インターネットITSITSの社会基盤としての展開シナリオ作成の社会基盤としての展開シナリオ作成

の活動を具体的に展開、実施していく。

総会

幹事会

事務局

アプリケーション部会

（AP部会）
参加社：８５社

基礎研究部会

（RD部会）
参加社：２５社

プラットフォーム部会

（PF部会）
参加社：３０社

実用化実験部会

（FT部会）
参加社：２９社

特別顧問
（慶応義塾大学：村井教授）

アドバイザー
（ITS関係省庁）

連携・協力組織
（ITS関係団体等）

4部会構成



インターネットＩＴＳ協議会の目指す方向インターネットＩＴＳ協議会の目指す方向
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01年

02年

06年

03年

04年

05年

10年
全車ネットワーク化
新しい社会

データの共用

ビジネスモデル確立

車のインターネット
接続基盤の整備

事業化

事業拡大

ネットワーク接続

標準化推進

通信手段の拡大

その上で
皆で事業をやろう

基盤を整備して
皆で利用しよう

車をインターネットへ
接続できるか

官・民共同プロジェクト

協議会活動による
ビジネスインキュベーション

有効

事業化の目途

ＪＳＫプローブ

インターネットＩＴＳ実証実験

名古屋実証実験

ＩＴＳ世界会議

愛・地球博

名古屋実証実験

０２年度までの検証システム

０３年度作り出す世界

０４年度積み上げる世界



協議会メンバ構成協議会メンバ構成 （（２００３．11月現在）

• 幹事会員 15社
• 正会員 26社
• 賛助会員 63社
• 特別会員 8大学
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自動車メーカー

車載機メーカー

（自動車）部品
メーカー

通信キャリア

車両向けＳＰ／車両保有事業者

一般ASP／CPローカルSP

ＩＴ企業/SIer

決済関連

保険関連

商社

大学

その他



インターネットインターネットITSITS協議会の全体活動フロー協議会の全体活動フロー

A

Ｂ

Ｃ

Ｄ

【 AP部会】

・ＢＭとしての成立性を
検討する

↓
会員が合意する
＝会員が共有できるＢＭ

【ＰＦ部会】

【RD部会】

【 FT部会】

テストベンチ

■技術検証
→開発環境

事業
グループ
又は
企業

■技術検証
（FT部会での活動）

■仕様策定
－ＰＦ仕様
－テストベンチ仕様

共通実験

個別実験個別実験個別実験

共通実験共通実験

■ＢＭの検証
－実現性の検証

個別のアイデア
（会員企業）

ビジネススキーム（複合モデル）：
会員が低コストの投資で参入可能で
、収益を上げることのできる構造

事業の
立上げ

年

事業数

・事業化のために何を共有
すべきか
・事業参入のハードルを
いかにして下げていくか
・事業立上げの障害と解決策
・ 〃 の計画

：協議会の活動として想定した事業化までの流れ
：事業化を先行する会員の活動の流れ

【ビジネススキーム検討委員会】

【04年ショーケース
活用委員会】

事業化を促進することが目的！！
事業化を促進することが目的！！

ビジネスモデル
（ＢＭ）

■標準化



2003/02/13
PF部会システム概念図システム概念図

注） 二重線で示した部分は、CDMA、
FOMA、PHS、PDC、無線LAN、
DSRCなど多メディアが利用でき
ることを示しており、ISP がサ
ポートしている複数メディアを利
用可能である。

注） 外部サーバは車載端末－サー
バ間が非IPネットワークで構成さ
れている既存システムのサーバ
を想定しており、この構成を追加
することで既存の商用のネット
ワークも i-ITS に接続することが
可能となる。

サービスAPL

・・・

i-ITS ネットワーク網
IP網

IP網 IP網

非IP網

サービスAPI

ISP

Local SP
(狭域通信網)

外部サーバ・・・

車載APL

車載API

ISP ISP

ASP

ISP

個人、オフィス

車両

サービスAPL

サービスAPI

ISP

サービスAPL

サービスAPI・・・ ・・・

ISP

車車間通信



2003/02/13
PF部会リファレンスモデル全体構成図リファレンスモデル全体構成図

個別サービス／仕様各WG

車
載
シ
ス
テ
ム
基
盤

共通サービス基盤

NW基盤

トップレベル 共通サービス基盤

NW基盤

車載
システム基盤



Internet ITS

Internet ITS

外部

外部

個人

オフィス

ASP

ISP

車両 Local SP ASP

非IP網

ＮＷサービス

IP

車
両
情
報

ＮＷサービス

IP

個人

センタ

L1&L2 L1&L2 L1&L2

非IP網

ISP

ＮＷレベルでの相互関係

アプリケーションレベルでの相互関係

車両

Local SP

ASP

車両

Local SP

トップレベルトップレベル
リファレンスモデル

2003/02/13
PF部会リファレンスモデル

ネットワークWGの領域

共通サービスWGの領域

センタ
車載ＷＧの領域

外部

共通サービス
アプリ運用・管理
アプリ実行環境

ＮＷサービス

IP

ＮＷサービス

IP

L1&L2

共通サービス
アプリ運用・管理
アプリ実行環境

共通サービス
アプリ運用・管理
アプリ実行環境

アプリケーション アプリケーション アプリケーション

オフィス

機能・情報の所在

機能・情報

同一レイヤ間の関係

同一レイヤ間の関係
（上記を概略的に示したもの）

インタフェース



Internet ITS 外部

個人

オフィス

ISP

車両 Local SP ASP

非IP網

ＮＷサービス

IP

車
両
情
報

ＮＷサービス

IP

個人

センタ

L1&L2 L1&L2 L1&L2

アプリケーションレベル
での相互関係

車両

Local SP

ASP

共通サービスWGの領域

2003/02/13
共通サービスWG共通サービス基盤ＷＧ共通サービス基盤ＷＧ

リファレンスモデルリファレンスモデル 機能・情報の所在

機能・情報

同一レイヤ間の関係

同一レイヤ間の関係
（上記を概略的に
示したもの）

センタ

インタフェース

外部

共通サービス
アプリ運用・管理
アプリ実行環境

ＮＷサービス

IP

ＮＷサービス

IP

L1&L2

共通サービス
アプリ運用・管理
アプリ実行環境

共通サービス
アプリ運用・管理
アプリ実行環境

アプリケーション アプリケーション アプリケーション

オフィス

共通サービス

アプリ運用・管理

アプリ実行環境

個人情報管理、認証、暗号、…

ライフサイクル管理、ロギング、…

ポリシー管理、優先度管理、…

アプリケーション I/F

異なった場所の共通
サービス基盤間 I/F

共通サービスAPI、…

交換データ、…

個人 携帯電話、PDA、…

オフィス パソコン、端末、…

センタ 金融機関、…車両情報 I/F

ＮＷサービス I/F

センサー、マルチメディア、
ストレージ、ＵＩ、… との I/F
ＮＷ状況・状態、ＮＷ機能、…
とのI/F



NWNW基盤基盤WGWG
リファレンスモデル

ASP

広域通信網

Local SP

車両

非IP網

ＮＷサービス
（認証、

サービス発見）

IP

車
両
情
報

IP

L1&L2

L1&L2

ネットワークWGの領域

アプリケーション

ＮＷサービス
(認証、課金)

IP

アプリケーション

リファレンスモデル

L1&L2

車両

ＮＷサービス
（認証、サービス

発見）

IP

車
両
情
報

L1&L2

アプリケーション

L1&L2

狭域通信網/ISP

IP

ISP

ＮＷサービス
(認証、課金、
ローミング、
サービス発見)

IP

Internet

L1&L2 L1&L2

L1&L2 L1&L2

ＮＷサービス
(認証、課金、
ローミング、
サービス発見)

L1&L2 L1&L2

個人

センタ

オフィス

IP変換

2003/02/13
NW基盤WG



Internet ITS

外部

外部

個人・オフィス

センター

ASP

ISP

車両

Local SP ASP

ＮＷサービス

IP

車
両
情
報 ＮＷサービス

IP

L1&L2 L1&L2 L1&L2

非IP網

ISP

ＮＷレベルでの相互関係

アプリケーションレベルでの相互関係

車両

Local SP

ASP

車両

Local SP

ＮＷサービス

IP

ＮＷサービス

IP

L1&L2

Internet ITS

アプリケーション アプリケーション

アプリ運用・管理
例）車載アプリライフサイクル管理

アプリ実行環境

共通サービス
アプリ運用・管理
アプリ実行環境

共通サービス
アプリ運用・管理
アプリ実行環境

車載WGリファレンスモデル

車載ＷＧでの検討範囲

機能・情報の所在

機能・情報

同一レイヤ間の関係
（上記を概略的に示したもの）

同一レイヤ間の関係

インタフェース

アプリケーション共通サービス
例）認証

非IP網

個人

センタ

外部

オフィス

2003/02/13
車載WG



ASP

広域通信網

車両

Local SP

非IP網

ＮＷサービス
（認証、

サービス発見）

IP

車
両
情
報

IP

L1&L2

L1&L2

ネットワークWGの領域

アプリケーション

ＮＷサービス
(認証、課金)

IP

アプリケーション

仕様化第１版の範囲仕様化第１版の範囲

L1&L2

車両

ＮＷサービス
（認証、サービス

発見）

IP

車
両
情
報

L1&L2

アプリケーション

L1&L2

狭域通信網/ISP

IP

ISP

ＮＷサービス
(認証、課金、
ローミング、
サービス発見)

IP

Internet

L1&L2 L1&L2

L1&L2 L1&L2

ＮＷサービス
(認証、課金、
ローミング、
サービス発見)

L1&L2 L1&L2

個人

センタ

オフィス

IP変換

・Mobile IPv6によるシームレスな通
信環境提供
・IPv6/IPv4トランスレータによる
v4/v6混在環境対応

・ホットスポットでの ローカルサービスの自動検出

・複数メディアを駆使した連続通信
・IPv6／ IPｖ４トンネリングの活用



テストベンチテストベンチ

• インターネットＩＴＳ仕様に基づいた原器として接続確認、適合試験に使用。

• 現時点ではネットワーク周りの設備により構成されている。

テストベンチ設備（東京新橋）



フィールド設備フィールド設備

• 各社がそれぞれのビジネスのために使用する機器、車載機で構成される。

• ２００４年ＩＴＳ世界会議（名古屋）、万博などでのデモンストレーションに備え“主として”名古屋
に展開。

• 厳密にインターネットＩＴＳ仕様に基づく必要は無いが実験後はインターフェースなどの開示によ
りインターネットＩＴＳ仕様提案に結びつけることができる。

名古屋事務内センタ設備



インターネットＩＴＳサービス例インターネットＩＴＳサービス例
20042004年ＩＴＳ世界会議（愛知）ショーケース予定年ＩＴＳ世界会議（愛知）ショーケース予定

••車両情報取得によるガソリンスタンドでのサービス提供車両情報取得によるガソリンスタンドでのサービス提供

••遠隔監視によるロードサービス遠隔監視によるロードサービス

••公共車両運行管理、コンテンツ配信公共車両運行管理、コンテンツ配信

••プローブ情報による交通情報作成、提供プローブ情報による交通情報作成、提供

••一般的なテレマティクスサービス一般的なテレマティクスサービス

••遠隔健康診断遠隔健康診断

••自動販売機をアクセスポイントとしたローカルスポットサービス自動販売機をアクセスポイントとしたローカルスポットサービス

••駐車場入退場管理駐車場入退場管理

••タクシー、バスなどへのコンテンツ配信タクシー、バスなどへのコンテンツ配信

••交通情報提供によるドライバーサポート交通情報提供によるドライバーサポート

••簡易操作によるサービス提供簡易操作によるサービス提供



車載環境でのサービス提供車載環境でのサービス提供
携帯電話とは少し違う携帯電話とは少し違う

1. 携帯の制約の緩和
1. バッテリーの余裕

2. サイズ/重量の余裕
→大きなHMI、ＣＰＵやメモリーのリソース

2. ネットワークの視点
– 車内ネットワーク(モバイルルーター）まで視野

3. 使用時間の違い
1. 常時携帯していない

2. 屋外（駐車場など）に置かれる

→サービス内容/セキュリティーへの影響

4. 使用環境の違い
1. 運転中は操作できない

5. 車の情報(センサー情報）の利用： 自動車特有情報



インターネットインターネットITSITSととIPvIPv６６
☆日本の車両７７００万台超（世界の車7億台超）： 大量アドレス必要

– 走行中は常時接続常時接続したい（動態管理/プローブなどのサービス）

– できれば停車中も常時つないでおきたい（盗難防止など）

☆車は移動する： Ｍｏｂｉｌｅ IP、 パラメタの自動設定

– ガソリンスタンドでも駐車場でもローカルなサービス提供もしたい

– 走行中は広域網、停車時は狭域網で（メディア切り替え、（メディア切り替え、PPｎｎPP））

☆多様なサービスへの対応：

–– PUSHPUSH型型のサービス（ドライバ操作最小にした情報配信など）（グローバルアドレス）

– 車のライフサイクルに亘ったソフト入れ替え（セキュリティーセキュリティー）

– 音声インターフェース： VoIP（ＱＱooＳＳ）

– 緊急通報などの同報通信（マルチキャストマルチキャスト）

ＩＰｖ６



生産 販売 車検etc 中古車
販売

廃車

車体ID
（車台、エンジン）

ナンバー
プレート

車載機ID

テレマティクス
サービス
会員ID

国交省

国交省 国交省

車載機メーカ、ディーラ

車載機メーカ/販売店

TSP：テレマティクス・サービス・プロバイダ

TSP

After market

官庁による
管理

民間による
管理

今後、車のライフサイクルに応じたID管理の整備が求められる。

After market

ＩＰｖ６グローバルアドレスＩＰｖ６グローバルアドレス....たとえばたとえば
（これから検討）（これから検討）



最後に（もう一度）最後に（もう一度）

Ｖ６（インターネット）への期待Ｖ６（インターネット）への期待

１．サービスに係わるプレーヤーを増大させること
インターネットを介しての同業連携、異業種連携 それによりビジネスのパイを広げる

２．ネットワークにつながる車を増大させること
低料金で、できれば常時接続、必要に応じシームレスなメディア切り替え

３．そしてビジネスを創造、拡大させること



For more information
web: http://www.internetits.org/

名古屋駅 伏見駅 栄駅
地下鉄東山線

地下鉄
伏見駅

至

栄

広小路伏見 広小路桑名町

NTTデータ
ビル

日土地
名古屋ビル

名神ビル

藤田ビル

御園座

伏見
フジビル

● ４番

出口

２分

入口

三井住友
銀行

北
↑

広小路通

19号線
２分

東京都港区西新橋２丁目11番４号
西新橋立川ビル３Ｆ

ＴＥＬ：０３－３５００－３７９０

名古屋市中区栄二丁目１番１０号
伏見フジビル ６階
TEL ０５２－２１２－２００３

インターネットＩＴＳ協議会東京事務所 インターネットＩＴＳ協議会名古屋事務所
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